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中国語と日本語の受動表現について
The passive voice of Chinese and Japanese
王国華
OU kokuka
式が多く作品の中に見られるようになったのであ
一 る。しかし、中国語の被動式と日本語の受動表現
受動文とは動作主を主語とする能動文に対して、　には、まったく同じ意味で使っているものもあり、
被動作主を主語とする表現である。つまり、主語　　どちらも受動表現をとれるが、意味が違ってくる
である動作の主体の「する」という構文に対し、　　ものもあり、また、同じ受動文で全然表現できな
被動作主を主語にして「される」という構文で表　　いものも少なくない。それを区別して使うことは
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われわれ中国人日本語学習者にとって大変難しい。
どの言語にも見られるように、中国語も日本語　　本稿はその違いについて、例文を対照しながら、
も能動文、受動文という表現形式がとられている。　分析していきたいと思う。
日本語の受動文は主に能動文の動詞に接尾辞（助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
動詞）「れる、られる」をつけてつくられた派生
動詞によって構成される。一方、中国語では一般　　　①点心被妹妹吃了
に受動の意を表す受動文は介詞の「被、叫、辻、　　　a　妹にお菓子を食べられた。
給」などによって構成される「被」字句と呼ばれ　　×b　お菓子が妹に食べられた。
る。「被」字句とは介詞の「被、叫、辻、給」を　　②他的衣服被釘子桂了一介口子．
動詞或いは動作主の前に置くことによって受動を　　　a　彼は釘で服をかぎ裂きにしてしまった。
表すものである。　　　　　　　　　　　　　　　×b　彼は釘に服をかぎ裂きされてしまった。
中国語も日本語も動作を受ける被動作主の立場　　△c　彼は釘で服をかぎ裂きされてしまった。
に立って、つまり、被動作主を主格にしてとらえ　　③烏担被両端的担子吊得象弓一祥沓．
た表現である。また、両言語とも基本的には被害　　　a　天秤棒が両端にさがったかこのために弓の
や、迷惑をこうむった不満とか、非難の感情の色　　　　　ように曲がっている。
彩を表す言い方だったのである。それから両方と　　×b　天秤棒が両端にさがったかごに曲げられて
もそれぞれ外国語、特に英語の影響を受けて、日　　　　いる。
本語では、ものごとの状態や、事実の陳述を述べ　　×c　天秤棒が両端にさがったかごで曲げられて
る「非情の受動」、や「自然可能の受動」が現代　　　　　いる。
語で盛んに用いられるようになったが、中国語で　　　④手指被鎌刀剣破了皮。
も、主に被動作主の状態や、事実を陳述する被動　　　a　指の皮をカマで切った。
＊長野大学客員教授（大連外国語学院教授）
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×b　指の皮はカマに切られた。　　　　　　　　A　犬は（わたしの）手をかみました。
×c　カマに指の皮を切られた。　　　　　　　　　→　わたしは犬に手をかまれました。
上の①～④の中国語はほとんど同じ構文の被動　　　a我的手被狗咬了。
式の文であるが、日本語に訳すと、それぞれ違う。　　　b我被狗咬了手。
①の「点心」をそのまま日本語の受動文の主語と　　B　虫は（わたしの）顔を刺しました。
して訳したら誤訳となる。②、③、④も一般の陳　　→　わたしは虫に顔を刺されました。
述文に訳すのが普通で適訳であるが、そのまま日　　　a我的瞼被虫子口丁了。
本語の受動文に訳すと、やや不自然か或いは全然　　　b我被虫子町了股。
通じない文となる。それは、まず「日本語では有　　C　三平は（わたしの）足を蹴りました。
情物（人または人に準ずるものとしてとらえる意　　　→　わたしは三平に足を蹴られました。
思、感情を有するもの）が受身文の主語となるの　　　a我的腿被三平賜了。
が伝統で、現在でも根強くいきつづけているとい　　　b我被三平賜了腿。
うことである。」1）中国語の被動式と日本語の受　　D　花子は（わたしの）腕をつねりました。
動文はどちらも被動作主を主語にしてとらえた表　　　→　わたしは花子に腕をつねられました。
現であるが、中国語の場合は被動式の主語となる　　　a我的賂脾被花子狩了一下。
ものは有情物か無情物かの定まりはない。『現代　　　b我被花子狩了一一下路脾。
測吾』2）にはこう述べてある。　　　　　　　　　　E　先生は（わたしの）肩をたたきました。
「在劫洞性滑済中，主培是受劫者，即劫作的接受　　　→わたしは先生に肩をたたかれました。
者，逮榊句子是被劫句．　　　　　　　　　　　　　　a我的肩膀被老師拍了一下。
（1）他弄肛了衣服．　　　　　　　　　　　　　　　b我被老師拍了一下肩膀。
（2）他把衣服弄肚了．　　　　　　　　　　　　　　上例の中の「わたし」は一般的な陳述文の中で
（3）衣服被他弄肛了．　　　　　　　　　　　　　は全部ものの所属関係を表す連体修飾語として用
例（1）（2）是主劫句，是杁施劫者“他”的角　　いられているが、受動文に直すと、「わたし」は
度叙述的．例（2）中用介洞“把”引遊受劫者“衣　　被動作主として受動文の主語になる。ところが、
服”，往往表示対受功者加以外置的意味，例（3）　　中国語の訳文を見ると、aの方はごく普通の言い
是被劫句，是駄被劫者“衣服”的角度叙述的，突出　　方で、bの表現はaよりずっと少ない。要するに
受劫者，用被字引避主劫者，一般称倣“被字句”．」　　中国語の被動式は直接ある具体的な動作を受けた
以上のように、「他」は動作主で、「衣服」は　　そのものに対して、日本語の場合はある行為や動
被動作主となっている。つまり「弄肚」という行　　作のもたらす影響を受けて、感情、感覚的な心の
為を受けたものは「衣服」そのまま中国語では被　　動きを示す主体を被動作主として受動文の主語に
動式の主語にとらえることができるのである。中　　なるのである。
国語の受動文も被害とか、自分の不満を言うとき　　例①を見ると、中国語の方は「吃」という動作
に用いられるのであるが、それは一般に事実を被　　を受けたのは「点心」であって、つまり妹に食べ
動式の形で、述べることにより、自分の感情を言　　られたのは「点心」であって、「我」ではない。
い表すのである。　　　　　　　　　　　　　　　「我」は「点心」の持ち主だという発想から、能
ところで、日本語の受動文の主語としてとらえ　　動文にしても「我」は「点心」の連体修飾語とし
られる被動作主はどのようなものかを見てみよう。　て用いられているのである。これは中国語の被動
『教育用日本語教師ハンドブック④・文法H』3）　式のもっとも一般的な構造となっている。一方、
には、「述部に受身の形式が現れる表現は、何ら　　日本語はこれと違って、妹に食べられたのはお菓
かの意味で一方から他方にある行為が及び、その　　子であっても、結局、その被害が及んだのはお菓
影響をこうむる場合に、その影響をこうむった側　　子そのものではなく、お菓子の持ち主「私」であ
の人または物を主格に据えて表すものである。」　　るという発想から、そのものの持ち主を受動文の
と書いてある。またこういう文を出している。　　　主語にして、話し手の非難や、不満の気持ちを表
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すのである。だから、日本語の受動表現は一般に　　られるのは、上のような場合に限られるが、例の
は主語が有情物である。但し、非情物を主語とす　　ような単なる一個人の日常的な行為などを表すの
る受動文が全くないというわけでもない。　　　　には用いられないのが普通である。
それでは、なぜ例の②は主語が有情物であって
三　　　　　　　　　　　　　もbのように受動文に訳せないし、また③、④の
⑤　カメラが机の上に置かれている。　　　　　　「天秤棒」と「指の皮」を①の「お菓子」と同じ
照相机放在巣子上。　　　　　　　　　　　　く目的語として使って、それぞれのbのように訳
⑥　プレゼントには手紙が添えられている。　　　　してもよくない文になってしまうのであろうか。
礼物中加着一封信。　　　　　　　　　　　これは動作主というものの性質も考えなければな
⑦　スポーツ大会が開かれた。　　　　　　　　　らないと思う。
這劫会召汗了。　　　　　　　　　　　　　　　中国語でも、日本語でも、動作主というと、つ
⑧　いい結果が期待される。　　　　　　　　　　まりその動作の主体である。動作をすることがで
期待着好錆果。　　　　　　　　　　　　　　　きるのは、まず人間や動物のような有情物だと考
⑨　日本酒は米から、ビールは麦から作られた。　　えられる。たとえば「琶琶批坪了我→我被釜釜批
日本酒是由大米作成，哩酒是由麦子作成的。　　坪了．」の動作主はお父さんで、非動作主は私で
⑩　この工場の製品は、アメリカに輸出された。　　ある。これを日本語に直すと「父は私を叱った→
迭介工r的声品出口美国。　　　　　　　　　　私は父に叱られた。」となる。また「狗把妹妹咬
⑪　この本はたくさんの人に読まれている。　　　　了→妹妹被狗咬了．」の動作主は「犬」で、非動
這本需力余人所愛慎。（迭本需拐有根多的汝　　作主は「妹」である。日本語に直すと「犬は妹に
者．）　　　　　　　　　　　　　　　　　かみついた→妹は犬にかみつかれた。」となる。
⑫　シューベルトの歌は世界中の人・々に愛されて　　ところが、例②、③、④の動作主にあたるものは
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　人間や動物のような能動的なものではなく、品物
紆伯特的歌力世人所憂。（全世界的人都喜炊　　である。この場合中国語は成り立つのに、日本語
箭伯特的歌．）　　　　　　　　　　　　　　はなぜいけないのであろうか。
上例の受動文の主語は皆非情物である。⑤、⑥、　　例②は「釘」が能動的に彼の衣服をかぎ裂きし
⑪、⑫は普通は「ている」の形を用いる。このよ　　たのではなく、彼の衣服をかぎ裂きした道具が釘
うな用法は「非情の受動」と言われて、多くはそ　　だということをいっている。③はその天秤棒が曲
のものの状態を表すものである。⑦、⑧は動作主　　がっている原因は、両端にさがったかごのせいで
が大多数の人または組織である場合に用いられる。　あり、④は指を切った道具はカマであるというこ
このときは既に受動文の意識が薄く、自然可能に　　とを言っているのである。が、意識があってもな
近い性格を持っている用法である。⑨、⑩もこの　　くても、そのものの動作であってもそうでなくて
自然可能の受動と似ていて、ただ客観的に事実を　　も、その結果としては被動作主の衣服、天秤棒、
述べただけで、別にその行為によって誰かの影響　　指の皮に働きかけたということになる。したがっ
をこうむることはない。以上のような動作主を取　　て、中国語の場合は、話し手がその被動作主の立
り立てて明示する必要はない場合、またただその　　場に立って、それに働きかけたそのものを動作主
ものの状態や様子を述べるだけの場合には、行為　　としてとらえるのである。
を受けた対象を主格にする受動文が用いられる。　　　ところが、それに対して日本語の場合は自分自
この受動が現代日本語が盛んに用いられる理由は　　身から働きかけない品物を動作主だということは
事務的客観的に事実を述べるのに便利なためでは　　できない。もしそのまま日本語の受動文に訳した
ないかと思われる。⑤～⑫の訳文を見てもわかる　　ら、②は、その釘が意識があるように、わざと彼
ように日本語の「非情の受動」や「自然可能の受　　の衣服をかぎ裂きし、③は、天秤棒の両端にさが
動」を中国語に訳すと、一般の陳述文になる。　　　ったかごが意識的にその天秤棒を曲げようとし、
日本語では非情物を主語に据えた受動文が用い　　④は同じように、カマがどこからか飛んできて、
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指の皮を切ったというような気がする。いかにも　　　　ろだった。
不自然な文になってしまう。　　　　　　　　　　⑰　その作品が世間に認められている。
こうしてみると、中国語の被動式の動作主が品　　　⑱　この説は学界に受けいれられる。
物のような非情物である場合は、それを日本語に　　⑲先生の威厳に抑えられた。
訳すとき、まずその動作にあたるものの文中での　　⑳　そのとき家族は大変貧乏な生活に苦しめら
本当の働きを考えてからでないと、誤訳になりか　　　　れていた。
ねない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のように、動作主が「世間」「学界」「組織」な
それを区別する一つの方法としては、中国語の　　どの準人格的なものもあり、⑲、⑳の「威厳」「生
受動文の介詞「被、叫、辻、給」の後に、つまり　　活」などのような抽象的な概念もある。
動作主の前に「某某人用」を入れてみることだと　　以上の分析を見ると、①、②、③、④の文はな
思う。それを入れてみて、文の根本的な意味も変　　ぜそのまま日本語の受動文に訳せないのかはわか
わらないし、できた文が非文法的ではなければそ　　るのだろうと思う。
の動作主は日本語の道具を表す格助詞「で」を用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四いたほうがいいと思う。たとえば、仮に④の主語
は「わたし」だとすると、その文の「被」の後に　　　中国語言語学者大河内康憲先生が「日・中語の
「他用」を入れたら、「我被他用鎌刀刻破了手．」　被動表現」4）という論文に次のように述べられて
という文になり、日本語に直すと「私は彼にカマ　　いる。「受身というものが、誰かが影響を受ける
で指を切られた。」となる。これは少しもおかし　　ことを言うためのものだと考えることは、受身の
くない文である。しかし、例②、③は④と違って、　理解にとっては核心的な部分だ。」受動文は陳述
それぞれのbのように陳述文の形を取るほうが自　　文より感情の色彩が強い表現である。但し、中国
然である。というのは、②、③は誰かが「釘」や　　語の被動式は一般に直接動作、作為を受けた人ま
「天秤棒」を使ってそうしたのではなく、つまり　　たは物を主格にして、事実を述べることによって、
「用」の主語がないので、釘やかごを道具格で表　　その影響を受けたときの感情そのものを表すのに
したら、ややすわりの悪い文となるからである。　　対して、日本語の受動表現はその行為がもたらし
ところが、日本語の受動文の動作主にあたるもの　　た影響を受けて心の動きを示す主体を被動作主と
は、非情物がすべていけないということもできな　　して主語にし、文の構造からはっきりとその話し
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手の感情を表すのである。したがって、現代中国
⑬遠くの山々は霧に覆われて、ぼうっとしか　　語の被動式は日本語の受動表現ほど感情の色彩が
見えない。　　　　　　　　　　　　　　強くないのである。それに、言語自身の変化と発
⑭川に落ちた靴は、大波に押し流されてしま　展によって、被動式の使用範囲もだんだん広くな
った。　　　　　　　　　　　　　　　　り、被動式で、被動作主を強調するだけの単なる
⑮雨に降られて、びしょ濡れになった。　　　事実を述べる中間的な表現も使われるようになっ
⑬～⑮のように、ある自然現象によって、ある　　た。
状態になったということを表す場合に、被動作主　　　⑳　房向被地打拍的干干浄浄。
も、動作主も非情物であっても、受動文が成り立　　　a　部屋は彼女がきれいに掃除してくれた。
つ。考えてみると、これらの自然現象は自身から　　×b　部屋は彼女にきれいに掃除された。
の変化、移動によってほかのものに一定の影響を　　⑳　屯脳已経被小王修好了。
もたらすことができる点は、意識的にある影響を　　　a　パソコンはもう王さんに修理してもらった。
他のものに及ぼすことと客観的な結果としては同　　×b　パソコンはもう王さんに修理された。
じことだから、こういう使い方ができるのではな　　⑳、⑳はどちらも話し手に恩恵をもたらしたこ
いかと思われる。これと同じ性質を持っているも　　となので、日本語の「～てくれる」「～てもらう」
のは、また次のようなものがある。　　　　　　　などの形に訳すべきであろう。
⑯　もう少しで頭を車のドアにはさまれるとこ　　上のような場合のほかにまた、ただ文字だけか
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ら見れば感情の入っている言い方なのか、一般に　　　　　だ。
事実を陳述するだけなのかは分らないときが多い　　×b　王さんの『西遊記』は私に借りて行かれた
のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のだ。
⑳三本柔志叫小王掌走了函本。　　　　　　　⑳～⑳は普通の場合には客観的な事実を述べる
a　三冊の雑誌のうち二冊を王さんに持ってい　　文だから、受動文に訳すとすわりの悪い文となる。
かれた。　　　　　　　　　　　　　　　ところが、⑳は極端なときには使うかもしれない
⑳三本奈志叫我掌来了爾本。　　　　　　　が、例えば、「私」或いは誰かが『西遊記』を読
a　私は三冊の雑誌のうちの二冊を持ってきた。　　もうとしている。自分の知っている人の中に王さ
×b　三冊の雑誌のうち二冊を私に持ってこられ　　んしかその本を持っていない。そして、王さんの
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　ところへ借りに行ったら、王さんの『西遊記』を
のように、⑳の日本語の訳文を見ると、どうも　　先に「彼」が借りて行った。そのために自分が読
非難や不満の気持ちを感じてしまうのだが、中国　　むことができなくなった場合である。こういった
語のほうは、話し手の調子によって不満や非難の　　表現は、実際のところ日本語の中では多く使われ
気持ちを表すときもあるし、一般の事実を述べて　　ていない。この場合はaのように「～してしまっ
いることを表す時もある。たとえば「三本奈志叫　　た」の形に訳せば原文の言っている意味・内容を
小王掌走了両本，叫小嶽掌走了一本．」という場　　十分表現できると思う。なお、⑳～⑳の例文を見
合は、日本語に訳すと「三冊の雑誌のうち、王さ　　てもわかるように、中国語の被動式は動作主とし
んが二冊を持って行き、張さんが一冊持って行っ　　て、第一、第二、第三人称がみな使えるのである
た。」となる。ただ陳述だけで、別に不満などの　　が、日本語のほうは第一、第二人称の場合はほと
気持ちはないと思う。更に⑭を見ると、完全に客　　んど使えないのである。これはもう一つ待遇表現
観的な事実を言うだけで、別に迷惑や不満の気持　　の問題だと思う。
ちは全然ない。あるいは、その話し手の調子によ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五
って、得意そうに言ったかもしれない、つまり「全
部で三冊だったが、私はその中の二冊も持ってき　　　以上の対照を通して、中国語と日本語の受動表
たのよ。」という場合もありうる。こういう時は、　現における制限とそれぞれの特色を分析してみた。
日本語の受動文に訳せないのである。　　　　　　　中国語の被動式はその文脈によって、被害や迷惑
日本語の受動表現も、ただ客観的な事実を陳述　　の意を表すものもあれば、中性的な被動式も、例
するだけの場合の用法もあるが、その場合でも以　　⑳、⑳のように積極的な性質を持った被動式もあ
上述べてきたように単なる一個人の日常的な行為　　る。しかも、それらは個別的な日常的な生活の中
や具体的な個別の事柄などを表すのには用いない　　の具体的なことを言う場合は、迷惑や被害のとき
のが普通である。この点では中国語の被動式と異　　に使うのがほとんどである。これに対して、日本
なる。次のような例文も上記の内容に該当するも　　語の受動表現は、被害の感情の色彩がかなり強く、
のだと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　さらに、待遇表現にもかかわるので、中国語の被
⑳小王的《西游記》被他給借走了。　　　　　動式を日本語に訳す場合、その文の文脈の中での
a　王さんの『西遊記』は彼が借りてしまった。　　意味を見て、ある動作、行為が受け手である自分
b　王さんの『西遊記』は彼に借りて行かれた。　　から見て、非常に迷惑だというときには「受動文」
⑳小王的《西游記》被弥借走了。　　　　　　を使うが、そうでない場合は、陳述や「～てしま
a　王さんの『西遊記』はあなたが借りて行っ　　う」を使い、恩恵を受けたという意味がある文な
たの。　　　　　　　　　　　　　　　　　ら、「～てくれる」とか「～てもらう」を用いる
×b　王さんの『西遊記』はあなたに借りて行か　　と考えてもよいと思う。中国語と日本語の受動文
れたの。　　　　　　　　　　　　　　　の対照研究は今まで多くの指摘があるように、主
⑳小王的《西游記》被我借走了。　　　　　　観的に表現するか、客観的に表現するかという要
a　王さんの『西遊記』は私が借りて行ったの　　因、そして、それぞれの受動文自身の語彙的、文
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法的要因も複雑に絡んでいると筆者は考える。ご　　参考文献
れらの要因については、別の機会に考えたいと思　　①　阪田雪子　倉持保男「教育用日本語教師ハンドブ
っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ック④・文法・助動詞を中心にして』凡人社
1993年19～22頁
注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②益岡隆志『基礎日本語文法』くろしお出版
1）阪田雪子　倉持保男『教育用日本語教師ハンドブ　　　　1989年　90～92頁
ック④・文法・助動詞を中心にして』凡人社　　　　　③　振志公『現代双梧』人民教育出版社1985年
1993年　21頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114～116頁
2）張志公『現代汲梧』人民教育出版社　　　　　　　　④　赤碕「測吾被劫句与日浩被劫句的比較」『中
1985年　115頁　　　　　　　　　　　　　　　　　国日浩教学研究文集3』上海i季文出版社
3）阪田雪子　倉持保男『教育用日本語教師ハンドブ　　　　1991年　1～9頁
ック④・文法・助動詞を中心にして』凡人社　　　　　⑤　王国華「“受身文”与汲培被劫句的対照研究」
1993年　19頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　票全勝主編『日本文化槍撚』大達理工大学出
4）大河内康憲「日・中語の被動表現」r日本語学』明　　　　版社　2004年　73～79頁
治書院　1983年　31頁　　　　　　　　　　　　⑥周啓紅「日本語受動文の三類型と中国語の受動文」
佐治圭三教授古稀記念論文集『日本と中国こと
ばの梯子』くろしお出版社　2000年　347～358頁
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